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孤
島
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

ま
た
、
そ
の
美
し
さ
ゆ
え
に
、

そ
し
て
、

信
仰
を
集
め
て
き
た
が
ゆ
え
に
、

竹
生
島
は
、

神
秘
の
島
、
信
仰
の
島
と
し
て
、

訪
れ
る
人
が
後
を
絶
え
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
は
、
竹
生
島
に

何
を
感
じ
ま
す
か
・
・
・
。

船着場から島をみる

旧
北
国
街
道
筋
で
島
を
案
内
し
た
道
標
（
曽
根
町
）

旧
街
道
筋
に
は
、
竹
生
島
へ
の
道
を
案
内
す
る
い
く
つ
か
の
道
標

が
今
も
残
る
（
こ
の
道
標
は
同
じ
曽
根
町
内
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
）

竹生島のプロフィール
長浜市早崎町にある周囲約２㎞、面積0.14�、標高197.6ｍ

で、琵琶湖では沖島に次いで大きい島。付近は、琵琶湖で最も
深く、最深部は100ｍを超える。島全体が花崗岩の一枚岩から
なり、切り立った岩壁で囲まれているのが特徴。
現在は、長浜港のほか、彦根港や浜大津港、近江今津港、飯

浦港などから遊覧船が運航され、年間12万人を超える人が島を
訪れている。

竹生島はこんな配置に

琵
琶
湖
八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
竹
生
島
。

そ
の
竹
生
島
に
は
、
国
宝
の
「
都
久
夫
須
麻

つ

く

ぶ

す

ま

神
社

じ
ん
じ
ゃ

本
殿
」
や
宝
厳

ほ
う
ご
ん

寺じ

観
音
堂
の
「
唐
門

か
ら
も
ん

」、
法
華

経
の
写
経
「
竹
生
島
経
」
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

文
化
財
が
あ
り
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
第

三
十
番
札
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
竹

生
島
の
弁
財
天
は
、
安
芸
の
宮
島
、
相
模
の
江
ノ

島
と
と
も
に
、
日
本
三
弁
財
天
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

島
は
、
古
来
よ
り
、
時
の
権
力
者
の
厚
い
保
護

を
受
け
、
多
く
の
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
数
多
く
の
武
将
が
戦
勝
祈
願
に
訪
れ
、

遠
地
か
ら
も
多
く
の
人
が
巡
礼
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

平
家
物
語
に
は
、
木
曽
義
仲
の
追
討
に
京
都
を

出
発
し
た
平
経
正
に
、
家
来
が
「
あ
れ
が
有
名
な

竹
生
島
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
場
面
も
あ

り
、
平
安
時
代
に
は
、
都
で
も
名
が
知
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
戦
国
時
代
に
は
、

織
田
信
長
や
浅
井
氏
、
朝
倉
氏
な
ど
も
参
拝
し
、

長
浜
城
主
だ
っ
た
豊
臣
秀
吉
は
、
特
に
島
を
厚
く

保
護
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
島
に
は
今
も

秀
吉
ゆ
か
り
の
遺
構
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
島
は
、
幾
度
と
な
く
、
火
災
に
遭
っ
て

い
ま
す
。
木
々
に
覆
わ
れ
た
小
さ
な
島
で
あ
る
た

め
、
火
災
に
な
る
と
島
全
体
を
焼
き
尽
く
し
ま
し
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